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は
じ
め
に

　

近
代
日
本
の
日
用
品
小
売
市
場
の
歴
史
研
究
は
、
藤
田
貞
一
郎
氏
、
石
原
武
政

氏
、
廣
田
誠
氏
を
は
じ
め
数
々
の
研
究
者
に
よ
っ
て
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
き

た（
１
）。

　

日
用
品
小
売
市
場
が
生
ま
れ
た
い
き
さ
つ
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
日
清
・
日
露
戦
争
の
頃
、
工
業
化
の
進
展
に
よ
り
都
市
に
人
口
が
集
中

す
る
と
、
食
料
価
格
の
暴
騰
が
労
働
者
の
賃
金
を
引
き
上
げ
、
輸
出
産
業
の
国
際

競
争
力
が
弱
ま
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
政
府
を
中
心
に
生
鮮
食
料
品
の
流

通
に
関
心
が
向
け
ら
れ
た
。当
初
は「
市
場
法
案
」（
一
九
〇
七
年
）、「
魚
市
場
法
案
」

（
一
九
一
二
年
）
が
提
案
さ
れ
た
が
成
立
し
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
同
業
組
合
の

組
織
化
に
よ
る
市
場
統
制
が
試
み
ら
れ
た
。

　

次
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
な
る
と
、
日
用
品
価
格
が
暴
騰
し
た
。
そ
こ
で

大
阪
市
の
場
合
、
一
九
一
八
年
市
内
四
か
所
に
初
の
公
設
市
場
を
開
設
し
た
。
大

阪
市
が
市
場
の
建
物
を
建
設
し
、
民
間
よ
り
厳
選
し
た
販
売
人
に
、
日
用
品
（
魚
、

野
菜
、
米
、
薪
炭
、
調
味
料
等
）
を
現
金
・
正
札
・
持
ち
帰
り
方
式
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

＆
キ
ャ
リ
ー
）
で
販
売
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
販
売
方
法
は
、従
来
の
「
御
用
聞
き
」

「
掛
売
・
配
達
方
式
」
よ
り
も
合
理
的
だ
っ
た
の
で
低
価
格
販
売
が
可
能
に
な
っ

た（
２
）。

　

公
設
小
売
市
場
の
歴
史
に
つ
い
て
は
一
定
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
の
だ
が
、
具
体

的
な
商
人
の
記
録
と
い
う
意
味
で
は
活
字
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
よ
う
に

思
う（

３
）。

〔
史
料
紹
介
〕
廣
芝
捨
吉
著『
公
設
市
場
弐
拾
年
記
』（
一
九
三
六
年
）を
読
む

谷
　
内
　
正
　
往
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一
、
史
料
の
概
要

　

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
廣
芝
捨
吉
『
公
設
市
場
弐
拾
年
記
』（
一
九
三
六
年
）

で
あ
る
（
以
下
『
弐
拾
年
記
』
と
略
す
。
図
１
参
照
）。
た
ま
た
ま
古
書
店
で
購

入
し
た
も
の
で
、
こ
の
史
料
は
非
常
に
短
く
、
個
人
の
記
録
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、

大
正
期
～
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
塩
干
物
の
問
屋
主
人
の
目
か
ら
見
た
公
設
市
場

の
動
向
が
記
さ
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
史
料
な

の
で
一
考
の
価
値
あ
り
と
考
え
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
図
２
は
『
大
阪
市
設

小
売
市
場
概
要
』（
大
阪
市
産
業
部
小
売
市
場
課
、
一
九
三
七
年
）
に
あ
る
、
大

阪
市
公
設
小
売
市
場
の
分
布
図
で
あ
る
。
本
文
を
読
む
さ
い
の
手
助
け
に
な
る
の

で
掲
載
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、
本
文
に
よ
る
と
、
著
者
の
廣
芝
は
兵
庫
県
尼
崎
市
内
の
出
身
で
、

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
大
阪
へ
や
っ
て
き
て
、
阿
波
座
に
あ
る
従
兄
の
米
屋
に

奉
公
し
、
次
い
で
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
靭
の
八
木
商
店
に
転
じ
て
海
産
物

商
と
な
り
、
そ
の
後
独
立
し
二
十
人
余
り
の
店
員
を
使
う
卸
問
屋
と
な
っ
た
。

　

一
九
一
八
年
初
め
て
大
阪
市
が
公
設
小
売
市
場
を
開
く
こ
と
を
聞
い
て
、
本
業

の
問
屋
は
番
頭
に
ま
か
せ
、
そ
の
設
立
段
階
か
ら
深
く
関
与
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
大
阪
市
の
公
設
市
場
は
当
初
四
ケ
所
、
臨
時
で
半
年
間
営
業
す
る
と
い
う
計

画
だ
っ
た
。
廣
芝
に
は
境
川
公
設
小
売
市
場
（
現
、
西
区
、
図
２
の
②
）
が
割
り

振
ら
れ
た
。
そ
の
市
場
は
「
馬
繋
場
式
」
で
売
場
の
横
棒
が
邪
魔
だ
っ
た
の
で
そ

れ
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

ち
ょ
う
ど
米
騒
動
の
時
期
と
重
な
り
市
場
は
大
変
繁
盛
し
た
。
彼
は
毎
日
市
電

で
境
川
ま
で
通
っ
た
が
、
当
時
公
設
市
場
開
設
に
反
対
す
る
同
業
者
も
あ
り
、
私

服
の
警
察
官
が
警
護
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

当
初
四
ケ
所
だ
っ
た
公
設
小
売
市
場
だ
が
、
大
阪
市
で
は
さ
ら
に
宣
伝
を
す
る

た
め
「
巡
回
公
設
市
場
」
を
計
画
し
た
、こ
れ
に
廣
芝
が
協
力
を
も
と
め
ら
れ
て
、

業
者
と
協
力
し
て
「
天
幕
式
」
で
し
っ
か
り
し
た
店
舗
を
出
し
た
。「
之
が
当
た

つ
て
其
の
売
れ
る
事
不
思
議
な
位
で
、
門
前
市
を
な
す
有
様
」
だ
っ
た
と
い
う
。

　

一
九
二
一
年
、行
政
か
ら
依
頼
を
う
け
て
鶴
町
（
現
、大
正
区
の
端
、図
２
の
⑭
）

に
公
設
市
場
を
開
設
し
た
。
こ
こ
に
は
、
市
営
の
住
宅
地
が
あ
る
も
の
の
、
市
の

中
心
部
か
ら
遠
く
人
口
の
少
な
い
葭
原
だ
ら
け
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
廣
芝

を
中
心
に
関
係
業
者
五
名
が
一
人
あ
て
六
～
七
百
円
を
負
担
し
て
、
荒
れ
野
を
切

り
開
き
市
場
を
建
て
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
市
場
は
開
業
し
た
も
の
の
売
上
高
が

一
店
舗
当
た
り
（
一
日
）
五
～
六
円
と
少
な
く
、
二
～
三
年
後
に
な
っ
て
や
っ
と

十
五
～
六
円
か
ら
二
十
円
位
に
な
っ
た
。

　

元
々
不
便
な
場
所
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初
は
牛
車
を
雇
っ
て
運
搬
す
る
業
者
も

あ
る
中
、
夏
季
は
生
鮮
食
品
が
す
ぐ
に
傷
む
た
め
、
輸
送
時
間
の
長
さ
に
悩
ま
さ

れ
た
。
色
々
考
え
た
末
、
市
場
全
商
人
の
協
賛
を
得
て
小
規
模
の
会
社
組
織
に
し

て
、「
巡
行
船
」
を
買
い
入
れ
て
商
品
の
運
搬
を
し
た（

４
）。
お
か
げ
で
経
費
が
安
く

つ
い
て
一
般
客
に
も
喜
ば
れ
た
と
い
う
。

　

当
時
、
廣
芝
と
関
係
が
深
か
っ
た
市
の
担
当
者
は
商
工
課
長
（
後
、
産
業
部

長
）・
矢
柴
匡
雄
と
役
職
不
明
（
後
、
市
場
冷
蔵
専
務
）・
堀
政
秀
で
あ
っ
た
。
彼

ら
が
廣
芝
に
新
規
公
設
小
売
市
場
の
設
置
に
つ
い
て
種
々
協
力
を
求
め
て
き
た
と

い
う
。
矢
柴
に
つ
い
て
は
、「
公
設
市
場
生
み
の
親
」
と
し
て
『
大
阪
公
設
市
場



〔史料紹介〕廣芝捨吉著『公設市場弐拾年記』（一九三六年）を読む169

７
０
年
史
』
に
記
さ
れ
て
い
る（

５
）。「

一
寸
油
断
す
る
と
退
場
を
勧
告
さ
れ
る
。
朝

九
時
に
店
が
出
揃
は
な
か
つ
た
り
、
出
勤
簿
に
捺
印
を
怠
つ
て
も
軽
く
て
始
末
書

を
と
ら
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
監
督
を
厳
し
く
し
良
品
を
特
に
廉
売
す
る
こ
と
に
全
力

を
傾
注
し
た
の
で
あ
る
。
あ
の
精
悍
な
公
設
市
場
産
み
の
親
、
矢
柴
産
業
部
長
が

市
場
へ
現
れ
た
ら
泣
く
子
も
だ
ま
る
と
云
つ
て
よ
い
程
商
人
が
緊
張
し
た
の
で
あ

つ
た
」
と
い
う
。

　

矢
柴
の
経
歴
を
『
新
大
阪
大
観
』（
一
九
二
三
年
）
か
ら
み
て
お
く
と（

６
）、

矢
柴

は
大
阪
南
河
内
郡
平
野
出
身
で
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
生
ま
れ
。
東
京
の

城
北
中
学
に
入
り
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
約
一
年

間
貴
族
院
書
記
を
経
て
日
露
戦
争
に
よ
り
東
京
万
朝
報
特
派
員
と
し
て
朝
鮮
仁
川

に
派
遣
さ
れ
報
道
に
携
わ
る
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
帰
国
し
、
同
社
大
阪

支
局
勤
務
と
な
る
。そ
の
後
約
五
年
間
の
う
ち
に
大
阪
市
府
の
政
情
経
済
に
通
じ
、

途
中
他
社
の
記
者
と
な
る
も
、一
九
一
一
年
大
阪
市
役
所
港
湾
部
員
に
転
身
す
る
。

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
十
二
月
大
阪
市
商
工
課
長
に
就
任
す
る
。
経
済
眼
に
す

ぐ
れ
、
接
触
交
渉
が
庶
民
的
で
、
し
か
も
難
事
を
談
笑
の
う
ち
に
解
決
す
る
と
い

う
。

　

矢
柴
は
元
新
聞
記
者
と
い
う
異
色
の
経
歴
で
あ
る
が
、
大
阪
の
政
治
経
済
事
情

に
明
る
く
、
そ
の
能
力
が
買
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
当
時
こ
の
よ
う
な

起
用
の
仕
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る（

７
）。

　

以
下
、
史
料
で
は
、
衆
議
院
議
員
・
樋
口
伊
之
助
と
の
出
会
い
や
、
船
場
、
阿

弥
陀
池
、
四
貫
島
へ
の
出
店
、
皇
室
関
係
者
、
東
京
公
設
市
場
聯
合
会
関
係
者
の

来
訪
を
歓
迎
す
る
様
子
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

図１．『公設市場弐拾年記』表紙、はしがき

出所：廣芝捨吉『公設市場弐拾年記』1937 年。筆者所蔵。
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図２．大阪市公設小売市場分布図（1937 年）

出所：『大阪市設小売市場概要』大阪市産業部小売市場課、1937 年２月。
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こ
れ
ま
で
の
研
究
で
小
売
市
場
の
「
人
的
な
問
題
」
を
扱
っ
た
も
の
は
前
出
・

廣
田
誠
氏
の
研
究
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
、
管
見
の
か
ぎ
り
全
体
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
「
人
的
な
問
題
」
に
関
心
が
な
い
の
で
は
な
く
て
、
資
料

的
制
約
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
が
、
小
売
市
場
に
参
加
す
る
商
人
の
出

自
や
彼
ら
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
や
は
り
重
要
で
あ
る
。
当
初
は
海
の
も
の
と

も
山
の
も
の
と
も
知
れ
な
か
っ
た
小
売
市
場
が
充
分
な
品
ぞ
ろ
え
を
す
る
た
め
に

は
、
業
者
の
選
定
が
欠
か
せ
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

本
史
料
に
よ
っ
て
、
著
者
の
廣
芝
捨
吉
を
は
じ
め
、
行
政
側
の
矢
柴
匡
雄
、
堀

政
秀
が
ど
ん
な
人
物
で
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
、
業
者
側
と
の
交
流
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
公
設
小
売
市
場
の
物
理
的
な
構
造
や
業
者
組
織

な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
が
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
明
ら

か
に
さ
れ
る
。

二
、
廣
芝
捨
吉
著
『
公
設
市
場
弐
拾
年
記
』（
一
九
三
六
年
）
―
全
文

　
　

※�

引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
１
．
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
２
．
読
み
や
す
く
す

る
た
め
適
宜
句
読
点
を
つ
け
た
。
３
．
明
ら
か
な
誤
字
は
改
め
た
。
４
．

本
文
に
あ
る
公
設
小
売
市
場
の
場
所
を
図
２
か
ら
調
べ
て
カ
ッ
コ
内
番
号

で
示
し
た
。
た
だ
し
途
中
で
廃
止
さ
れ
た
も
の
は
「
不
明
」
と
し
た
。

序　

大
阪
市
の
公
設
市
場
が
六
大
都
市
中
優
越
の
地
位
を
確
立
し
、
其
が
社
会
的

機
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
得
た
る
は
、
全
く
出
店
商
人
の
理
解
あ
る
支
援
に
俟
つ

處
大
な
る
も
の
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

特
に
、廣
芝
君
は
試
験
的
施
設
当
時
か
ら
今
日
に
到
る
迄
、公
設
市
場
の
発
展
と

向
上
に
終
始
さ
れ
た
こ
と
は
真
に
感
激
に
耐
へ
な
い
。
若
し
夫
れ
大
阪
市
公
設
市

場
史
の
編
せ
ら
る
と
せ
ば
必
ず
や
其
第
一
線
に
表
は
る
ゝ
も
の
と
信
じ
て
居
る
。

　

今
次
、
同
君
が
公
設
市
場
二
十
年
記
を
述
し
、
弘
く
知
友
に
領
た
る
啻
に
関
係

者
に
と
り
て
恰
好
の
追
憶
た
る
に
止
ま
ら
ず
商
人
に
と
り
て
は
無
上
の
参
考
た
る

可
く
市
場
外
の
人
々
に
と
り
て
も
亦
趣
味
深
き
手
引
草
た
る
べ
き
こ
と
疑
を
容
れ

な
い
。

　

予
、
公
設
市
場
に
関
し
同
君
と
労
苦
を
共
に
し
た
関
係
上
、
此
二
十
年
記
の
成

た
る
を
見
て
衷
心
欽
快
禁
ず
る
な
く
茲
に
蕪
辞
を
列
ね
て
序
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
十
一
年
忍
び
寄
る
秋　
　
　
　
　
　
　

南
海
沿
線
高
師
の
浜
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀　
　
　

政　

秀

図３．大阪市公設小売市場関係者

出所：前掲『公設市場弐拾年記』。
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は
し
が
き

　

公
設
市
場
生
れ
て
二
十
年

　

公
設
市
場
の
何
物
で
あ
る
か
を
知
ら
な
か
っ
た
時
代
か
ら
五
十
数
か
所
の
多
き

に
達
す
る
今
日
迄
の
永
い
間
、
幼
き
は
若
人
と
な
り
、
若
き
は
壮
年
に
、
壮
年
は

既
に
老
境
に
入
り
、
欧
州
大
戦
の
跡
を
受
け
て
空
前
の
好
況
時
代
あ
り
。
未
曽
有

の
大
暴
落
の
不
況
時
代
又
関
東
大
震
災
の
大
惨
事
各
地
の
災
害
、
近
く
関
西
の
大

風
水
害
等
と
枚
挙
に
遑
な
く
有
為
転
変
の
世
な
り
と
は
云
へ
、
様
々
の
浮
世
の
荒

波
を
潜
つ
て
茲
に
二
十
年
の
歴
史
を
経
て
参
り
ま
し
た
。
私
は
公
設
市
場
に
出
店

致
し
ま
し
て
よ
り
感
ず
る
所
あ
り
。
本
業
の
問
屋
を
番
頭
に
委
せ
、
一
意
専
心
微

力
を
盡
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
永
い
過
去
の
思
ひ
出
、市
の
商
工
課
（
現
産
業
部
）

に
行
つ
て
は
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
激
論
し
た
り
、
同
業
者
間
で
も
店
舗
の
改
革
市

場
の
発
展
策
等
に
付
て
は
口
に
角
立
て
ゝ
云
ひ
争
ひ
、
又
談
笑
の
内
に
解
決
し
た

り
し
た
事
が
、
今
更
乍
ら
懐
か
し
く
公
設
の
生
立
ち
か
ら
生
長
し
た
今
日
迄
の
経

路
を
思
い
出
す
ま
ゝ
筆
に
し
て
見
ま
し
た
。

　

公
設
の
為
に
盡
力
し
て
頂
い
た
市
の
方
々
に
も
、
或
は
転
勤
、
或
は
不
幸
物
故

せ
ら
れ
た
方
も
あ
り
、
同
業
者
間
に
も
勿
論
功
成
り
遂
げ
て
退
か
れ
た
方
、
当
市

を
去
ら
れ
た
方
、
又
不
幸
物
故
せ
ら
れ
た
方
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
私
の
記
述
の
中

に
其
の
方
々
の
御
名
前
を
無
断
御
拝
借
す
る
事
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
不

悪
御
了
承
の
程
を
御
願
申
し
ま
す
と
共
に
老
人
の
頭
よ
り
思
ひ
出
す
記
述
で
す
か

ら
、
記
事
の
複
双
と
文
章
の
前
後
す
る
事
は
御
辛
抱
下
さ
い
ま
し
て
御
笑
覧
の
程

を
願
ひ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣　

芝　
　

捨　

吉　

述

　

本
文
（
一
頁
）

　

丁
度
、
欧
州
大
戦
の
余
波
は
好
況
の
波
を
我
全
国
津
々
浦
々
迄
波
及
し
、
其
渦

は
当
靭
迄
余
慶
を
及
ぼ
し
、
皆
其
渦
中
に
踊
る
時
、
大
正
七
年
四
月
甫は

じ

め
の
或
日
、

市
の
商
工
課
よ
り
海
産
物
事
務
所
取
締
に
対
し
「
此
度
大
阪
市
四
区
ニ
渉
リ
公
設

市
場
四
ケ
所
ヲ
設
置
ス
ル
故
、
一
ケ
所
ニ
三
名
宛
貴
組
合
ニ
テ
最
適
ト
認
メ
ル
希

望
者
ヲ
選
ビ
塩
干
小
売
商
ヲ
営
マ
シ
ム
ル
可
ク
申
出
ル
事
」
と
の
通
告
が
あ
つ
た

と
云
ふ
事
を
吾
々
二
百
余
名
の
業
者
に
通
達
が
廻
つ
た
。
そ
こ
で
其
通
達
を
見
せ

て
貰
つ
た
處
が
公
設
市
場
を
設
置
し
て
小
売
を
さ
せ
る
と
云
ふ
丈
で
、
是
が
何
う

云
ふ
意
味
の
も
の
か
サ
ツ
パ
リ
わ
か
ら
な
い
。
不
審
で
堪
ら
な
い
。
聞
き
合
わ
せ

た
ら
、
市
が
監
督
し
て
小
売
を
さ
せ
る
と
云
ふ
事
が
が
わ
か
つ
た
。
そ
れ
を
聞
い

た
時
、
私
の
頭
に
暗
示
的
な
閃

ひ
ら
め
きが

あ
つ
た
。「
時
代
の
力
だ
、
時
期
が
到
来
し
た

の
だ
」。
何
で
も
許
可
し
て
貰
つ
て
一
つ
全
力
を
盡
し
て
見
た
い
と
思
ひ
早
速
申

出
た
處
が
、
念
願
が
届
い
て
私
外
十
一
名
の
者
に
許
可
が
下
つ
た
。
余
の
方
々
は

資
力
も
豊
富
で
あ
り
、
有
力
な
人
許
り
で
あ
る
の
に
、
私
は
独
り
微
力
に
し
て
迚

も
追
随
は
出
来
な
い
か
と
案
じ
ま
し
た
が
、
而
し
精
神
一
到
何
事
不
成
だ
、
今
日

の
精
神
を
飽
く
迄
変
ぜ
ず
遣
り
遂
げ
て
見
る
可
き
堅
い
決
心
の
元
に
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　

或
日
、
取
締
に
引
率
さ
れ
て
十
二
名
が
商
工
課
へ
行
き
種
々
参
考
に
な
る
事
を

聞
き
、
出
店
す
可
き
場
所
を
抽
選
の
結
果
、
私
は
山
本
寅
吉
氏
と
大
島
氏
と
共
に

境
川
公
設
（
図
２
の
②
）
が
振
り
当
て
ら
れ
た
。
愈
々
市
場
が
決
定
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（
二
頁
）

し
た
の
で
、
自
宅
に
ゐ
る
時
は
羽
織
の
一
枚
も
着
て
懐
手
で
居
た
の
が
、
厚
司
に

股
引
握
太
の
ス
テ
ツ
キ
と
云
ふ
服
装
で
毎
日
市
電
を
か
り
愈
々
公
設
通
い
が
始
め

ら
れ
た
。
店
舗
も
抽
選
で
大
変
よ
い
場
所
が
与
え
へ
ら
れ
、
そ
し
て
四
ケ
所
一
斉

に
開
店
の
運
び
と
な
つ
た
。
之
正
に
大
正
七
年
四
月
十
五
日
の
事
で
あ
る
。

　

其
時
分
の
事
務
員
は
山
田
氏
（
現
、
福
島
公
設
〈
図
２
の
④
〉
に
居
ら
れ
る
）

で
大
変
厳
格
な
方
で
、
其
方
の
元
に
吾
々
新
米
が
而
か
も
靭
風
が
抜
け
切
ら
な
い

者
が
出
し
た
の
だ
か
ら
骨
の
折
れ
た
事
だ
つ
た
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。
与
へ
ら
れ
た

店
舗
た
る
や
、
今
思
ひ
出
し
て
も
吹
き
出
し
た
く
な
る
様
な
面
白
い
馬
繋
場
の
様

に
正
面
に
檜
丸
太
を
一
本
打
ち
つ
け
て
あ
る
丈
け
で
、
吾
々
が
持
つ
て
行
つ
た
商

品
は
其
儘
並
べ
て
只
売
る
と
云
ふ
の
み
の
店
だ
。
そ
し
て
其
時
分
の
境
川
の
お
客

は
現
在
と
違
い
、
百
人
の
内
八
十
人
迄
帯
を
締
め
て
来
る
人
が
無
か
つ
た
。
そ
れ

は
一
般
市
民
の
頭
に
公
設
市
場
は
市
が
中
流
以
下
の
人
の
為
、
之
を
救
済
す
る
意

味
で
設
置
さ
れ
た
様
に
思
つ
て
ゐ
る
故
、
上
流
の
家
庭
で
は
歯
牙
に
も
か
け
ず
、

其
人
達
の
足
は
自
ら
向
か
ず
、
例
へ
ば
中
元
歳
暮
の
贈
答
品
の
如
き
も
公
設
の
名

が
入
つ
て
ゐ
る
と
取
り
替
え
て
呉
れ
と
云
つ
て
来
る
人
が
あ
る
様
な
始
末
で
困
り

ま
し
た
。

　

而
し
兎
も
角
も
店
は
売
れ
た
。
或
日
何
う
考
へ
て
も
邪
魔
に
な
る
前
の
丸
太
の

両
端
を
切
り
、今
思
へ
ば
子
供
欺
し
の
様
で
も
一
寸
変
つ
た
容
器
に
商
品
を
入
れ
、

手
綺
麗
に
陳
列
し
小
売
店
ら
し
く
し
て
見
た
。
サ
ア
大
変
だ
。
事
務
所
か
ら
一
寸

来
い
と
云
ふ
お
達
し
。
適
切
り

　
（
三
頁
）

お
目
玉
を
覚
悟
の
上
行
つ
た
。
案
に
違
は
ず
事
務
員
か
ら
無
断
で
丸
太
を
切
り
、

勝
手
に
店
を
改
造
す
る
と
は
何
事
だ
、
怪
し
か
ら
ぬ
と
大
目
玉
。
云
い
訳
は
商
工

課
へ
行
つ
て
せ
よ
と
大
変
な
お
怒
り
。
早
速
に
商
工
課
へ
罷
り
出
た
課
長
さ
ん
か

ら
、何
う
云
ふ
理
で
無
断
で
丸
太
を
切
り
店
の
改
造
等
を
し
た
か
と
の
お
尋
ね
で
、

私
は
私
の
自
信
を
披
瀝
し
、
馬
繋
場
の
様
な
店
構
え
で
仮
り
に
も
市
最
初
の
目
論

見
た
る
公
設
市
場
が
発
展
す
る
事
は
至
難
で
あ
る
。
又
吾
々
商
人
も
黙
つ
て
は
ゐ

る
が
、
売
り
易
い
店
、
買
い
易
い
店
そ
し
て
多
少
の
体
裁
も
考
へ
て
ゐ
る
が
、
何

分
市
が
監
督
と
云
ふ
丈
で
皆
控
へ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
、
私
の
無
断
で
改
造
し
た
事

は
悪
い
け
れ
ど
、
一
応
出
来
上
が
つ
た
店
を
見
て
理
否
の
判
断
を
願
ひ
た
い
も
の

で
す
、
と
申
し
ま
す
と
、
そ
れ
で
は
一
度
見
て
か
ら
と
云
つ
て
早
速
見
分
に
来
て

下
さ
い
ま
し
た
。

　

然
る
に
案
外
と
之
は
よ
い
小
売
店
ら
し
く
な
つ
た
と
却
つ
て
褒
め
ら
れ
て
、
一

層
全
部
の
丸
太
を
切
り
取
り
改
造
し
て
は
何
う
か
と
云
ふ
事
に
な
り
、
当
境
川
は

勿
論
、
他
の
三
ケ
所
も
改
造
さ
れ
、
馬
繋
場
式
の
市
場
は
現
在
の
百
貨
店
に
も
劣

ら
な
い
よ
い
店
と
な
る
改
革
の
端
緒
を
つ
く
つ
た
の
で
す
。

　

然
る
に
大
阪
に
は
其
時
分
か
ら
各
商
販
（
売
カ
）
の
卸
売
小
売
商
の
組
合
が
あ

つ
た
。
此
の
組
合
が
聯
合
し
て
公
設
市
場
に
反
対
し
て
来
た
。
そ
し
て
公
設
に
出

し
て
ゐ
る
商
人
の
本
店
即
ち
問
屋
で
は
品
物
は
買
は
な
い
、
又
買
つ
た
代
金
も
支

拂
は
な
い
と
云
ふ
決
議
を
し
た
。
之
で
は
肝
心
の
本
店
が
売
れ
ず
、
又
金
も
呉
れ

な
く
て
は
困
る
と
折
角
揃
つ
た
商
人
が
一
人
去
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（
四
頁
）

り
二
人
減
り
し
て
公
設
市
場
は
歯
の
抜
け
た
様
な
状
態
に
淋
し
く
な
つ
た
。
其
内

青
物
は
近
く
の
農
会
か
ら
持
つ
て
来
て
ゐ
た
が
、
之
も
仲
々
思
ふ
様
に
品
物
が
揃

は
ず
、
表
に
売
り
に
来
る
人
に
迄
頼
ん
で
売
つ
て
貰
つ
た
様
な
事
も
あ
つ
た
。
農

会
か
ら
来
る
青
物
も
素
人
で
は
良
否
の
鑑
別
が
つ
か
な
い
の
で
、
青
物
に
経
験
の

あ
る
小
松
さ
ん
を
当
市
場
に
来
て
頂
き
検
査
及
び
監
督
し
て
貰
ひ
ま
し
た
。
而
し

外
の
品
物
の
方
は
反
対
の
火
の
手
は
盛
ん
に
な
る
許
り
で
、
私
設
市
場
等
は
小
売

組
合
の
後
援
で
大
変
な
勢
い
だ
。
私
の
靭
本
店
も
私
設
市
場
や
小
売
商
人
が
不
買

同
盟
の
様
な
事
を
や
り
買
つ
た
代
金
は
支
拂
わ
ず
、大
分
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、

私
は
ど
ん
な
反
対
に
も
打
ち
克
ち
之
に
対
抗
し
て
成
し
遂
げ
る
可
く
尚
決
心
を
堅

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、歯
の
抜
け
た
様
な
境
川
公
設
に
も
う
一
軒
の
店
を
出
し（
現

在
の
便
所
の
と
こ
ろ
）
多
少
で
も
淋
し
さ
を
去
り
、
賑
か
さ
に
す
可
く
努
力
し
ま

し
た
。

　

或
一
日
市
場
を
終
り
本
店
に
帰
る
電
車
の
中
で
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
突
然
『
廣
芝

君
、
僕
は
君
を
朝
向
ひ
に
行
き
帰
り
に
は
こ
う
や
つ
て
送
つ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
君

知
つ
て
い
る
か
』
と
の
事
で
、意
外
の
言
葉
に
私
は
驚
き
「
貴
郎
は
何
誰
で
す
か
。

又
何
う
云
ふ
理
で
送
り
向
か
い
し
て
下
さ
る
の
で
す
か
」
と
尋
ね
ま
す
と
『
僕
は

九
条
署
の
者
だ
が
、
公
設
反
対
問
題
で
君
の
身
辺
に
危
機
の
迫
つ
て
ゐ
る
か
ら
充

分
注
意
せ
よ
』
と
の
言
葉
、
私
は
今
更
乍
ら
反
対
の
深
刻
な
事
に
驚
ろ
く
と
共
に

署
の
方
に
心
か
ら
感
謝
し
、
そ
し
て
益
々
堅
い
信
念
の
元
に
死
力
を
盡
し
て
目
的

の
貫
徹
に
邁
進

　
（
五
頁
）

す
可
く
決
心
し
た
。
其
努
力
の
結
果
か
、
反
対
の
火
の
手
も
追
々
下
火
に
な
り
、

商
人
も
ボ
ツ
〳
〵
戻
つ
て
来
て
市
場
も
大
変
賑
に
活
気
も
出
て
来
た
。
兎
角
す
る

内
に
大
正
七
年
も
終
り
、
翌
八
年
が
来
た
。
物
価
は
騰あ

が

る
許ば

か

り
、
景
気
が
良
い
の

や
ら
悪
い
の
や
ら
さ
つ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。其
時
突
然
起
つ
た
の
が
ア
ノ
米
騒
動
、

サ
ア
大
変
、
市
中
至
る
處
に
起
こ
る
悲
喜
交
々
の
騒
ぎ
の
時
、
全
市
の
米
屋
は
一

軒
も
お
米
を
売
ら
な
い
の
で
買
置
の
出
来
な
い
為
、
市
中
の
台
所
は
困
る
許
り
。

然
る
に
公
設
丈
け
は
米
を
売
り
ま
し
た
為
に
、
来
た
!!
来
た
!!
老
も
若
き
も
貧
富

問
は
ず
未
明
三
時
頃
か
ら
人
の
波
、
四
列
縦
隊
の
手
に
手
に
雑
多
な
容
器
を
携
へ

た
米
買
軍
が
電
気
会
社
の
正
門
迄
も
続
く
繁
盛
振
り
で
あ
つ
た
。
此
の
時
分
か
ら

一
般
市
民
の
頭
に
公
設
市
場
の
有
難
味
が
徹
底
し
て
社
会
か
ら
認
め
ら
れ
た
最
初

で
あ
つ
た
。

　

世
の
中
は
何
が
幸
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
米
騒
動
か
ら
公
設
と
云

ふ
物
が
わ
か
り
、
追
々
売
り
上
げ
も
増
し
、
今
度
は
上
流
社
会
も
ど
ん
〳
〵
来
る

様
に
な
り
公
設
の
品
位
が
ず
つ
と
向
上
し
て
来
た
。
各
店
は
手
不
足
を
感
ず
る
位

忙
し
く
、私
の
店
で
も
数
百
円
の
売
上
の
あ
る
日
が
幾
日
も
続
い
た
位
で
あ
つ
た
。

又
次
第
に
店
も
改
革
し
、
最
初
の
店
の
姿
は
な
く
見
違
へ
る
許
り
に
な
り
、
其
年

も
暮
れ
た
。

　

明
け
て
九
年
の
或
日
、
商
工
課
の
矢
柴
（
匡
雄
―
引
用
者
）
様
か
ら
一
寸
来

て
呉
れ
と
云
ふ
事
だ
つ
た
の
で
、
何
か
知
ら
ん
と
思
ひ
役
所
へ
行
き
矢
柴
さ
ん
に

逢
つ
た
所
が
『
廣
芝
君
公
設
市
場
も
君
達
の
お
蔭
で
大
変
盛
大
に
な
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（
七
頁
）

ば
宣
伝
ビ
ラ
を
蒔
く
や
ら
、
宣
伝
方
法
を
考
え
る
や
ら
、
早
朝
七
時
頃
か
ら
井
村

君
と
私
は
テ
ン
テ
コ
舞
ひ
の
忙
し
さ
、
お
話
し
に
な
ら
な
い
位
で
し
た
。

　

或
日
、
現
阿
波
座
公
設
（
図
２
の
㊴
）
の
前
、
公
園
の
東
側
に
巡
回
が
来
た
時
、

夕
方
私
が
市
場
の
前
で
宣
伝
用
の
器
具
を
作
つ
て
ゐ
る
時
、
堀
さ
ん
が
見
廻
り
に

来
ら
れ
て
『
今
日
は
』
と
互
に
挨
拶
の
後
、
私
が
『
堀
さ
ん
、
貴
郎
も
喜
ん
で
頂

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
よ
。
市
の
商
工
課
が
何
處
に
あ
る
や
ら
、
又
何
を
す
る
所
や

ら
、
堀
さ
ん
、
貴
郎
が
ど
ん
な
方
や
ら
、
矢
柴
さ
ん
が
ど
ん
な
方
や
ら
わ
か
ら
な

い
人
が
多
か
っ
た
の
に
、
吾
々
商
人
の
お
蔭
で
一
般
市
民
に
ハ
ツ
キ
リ
覚
へ
さ
し

ま
し
た
。
尚
、
商
工
課
や
貴
郎
方
の
功
績
を
認
め
さ
せ
、
今
日
等
も
夕
刊
に
巡
回

市
場
や
公
設
の
効
果
を
書
き
、
商
工
課
堀
氏
曰
く
云
々
と
麗
々
敷
記
事
が
書
い
て

あ
つ
た
で
せ
う
。
礼
を
云
ひ
な
さ
い
よ
』
と
堀
さ
ん
の
肩
を
叩
き
乍
ら
、
笑
っ
て

申
し
ま
す
と
『
そ
ん
な
に
威
張
ら
な
く
と
も
良
い
じ
ぢ
や
な
い
か
』
と
云
は
れ
、

大
笑
ひ
し
た
位
に
公
設
の
勢
は
盛
大
な
も
の
で
あ
つ
た
。

　

其
時
、
第
一
隊
の
私
達
の
成
績
が
良
好
な
の
で
、
今
度
は
第
二
隊
を
編
成
し
て

尚
宣
伝
す
べ
く
、
小
倉
昆
布
店
の
主
人
を
隊
長
と
し
て
繰
り
出
し
て
来
た
。
第
一

第
二
隊
の
競
争
的
進
出
で
尚
力
が
這
入
り
、
ど
ん
〳
〵
良
成
績
を
挙
げ
た
。
斯
く

し
て
多
端
な
九
年
も
暮
れ
た
。

　
（
八
頁
）

　

明
け
て
十
年
の
或
日
、
電
話
で
市
へ
行
き
矢
柴
さ
ん
に
逢
ふ
と
、
今
度
は
鶴
町

（
図
２
の
⑭
）
に
公
設
市
場
を
拵
へ
た
い
が
外
で
も
な
い
、
鶴
町
に
は
市
の
社
会

　
（
六
頁
）

つ
て
来
て
市
で
も
非
常
に
喜
こ
ん
で
ゐ
る
が
、
も
う
一
つ
宣
伝
が
行
き
届
か
な
い

の
で
、
此
處
に
徹
底
的
な
宣
伝
方
法
と
し
て
、
巡
回
公
設
市
場
と
云
ふ
も
の
を

拵
へ
て
見
た
い
と
思
ふ
が
、
一
骨
折
つ
て
貰
へ
ん
だ
ら
う
か
』
と
云
ふ
打
解
け
た

お
話
、
そ
こ
で
其
理
を
聞
く
と
市
中
の
成
る
可
く
賑
か
な
場
所
で
周
囲
に
障
害
な

く
天
幕
張
り
の
店
で
五
日
間
の
日
程
を
以
て
市
場
の
出
張
所
を
開
き
、
一
つ
に
は

宣
伝
一
つ
に
は
商
人
の
為
に
や
る
と
云
ふ
事
で
、
店
舗
は
市
が
選
抜
し
、
店
数
は

三
十
五
と
し
、
小
さ
い
店
は
二
間
、
大
き
な
の
は
三
間
の
間
口
と
云
ふ
様
な
事
だ

が
、
境
川
公
設
の
青
物
屋
井
村
君
と
二
人
骨
折
つ
て
呉
れ
な
い
か
と
云
ふ
こ
と
で

し
た
。

　

私
も
之
は
面
白
い
か
も
知
れ
ん
、
一
つ
引
受
け
て
見
る
可
く
、
井
村
君
と
相
談

し
て
愈
々
其
準
備
に
か
ゝ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
毎
日
二
人
で
宣
伝
し
な
が
ら

空
地
を
探
し
に
出
か
け
た
が
、
そ
ん
な
都
合
の
よ
い
空
地
が
待
つ
て
ま
し
た
と
ザ

ラ
に
あ
る
理
の
も
の
で
は
な
い
。
而
し
、
一
旦
引
受
け
た
の
だ
か
ら
、
何
で
も
と

私
達
は
懸
命
に
努
力
し
て
候
補
地
を
見
付
け
る
と
、
早
速
市
へ
報
告
し
、
萬
谷
さ

ん
に
検
分
に
来
て
頂
き
、
よ
い
と
云
ふ
事
が
定
ま
つ
た
ら
、
今
度
は
堀
さ
ん
が
警

察
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
つ
て
許
可
を
受
け
、
車
止
の
誓
札
を
貰
つ
て
、
此
處
に

愈
々
三
十
五
店
舗
が
揃
い
協
力
し
て
出
張
開
店
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
處
が
之

が
当
た
つ
て
其
の
売
れ
る
事
不
思
議
な
位
で
、
門
前
市
を
な
す
有
様
で
面
白
い
の

だ
が
、
私
達
は
落
ち
つ
い
て
ゐ
る
理
に
行
か
な
い
の
で
す
。
次
の
店
を
探
さ
ね
ば

な
ら
ん
の
と
、
次
の
場
所
が
決
定
す
れ
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課
が
建
築
し
た
市
営
住
宅
が
あ
る
の
で
、
此
處
に
住
む
人
々
が
離
れ
て
ゐ
る
の
と

近
所
に
商
家
が
少
い
の
で
、
非
常
に
不
自
由
を
感
じ
て
ゐ
る
か
ら
、
是
非
盡
力
し

て
開
場
し
て
貰
ひ
た
い
と
の
話
で
、
兎
に
角
一
度
現
場
を
見
せ
て
頂
き
ま
せ
う
と

直
に
堀
さ
ん
と
共
に
行
き
ま
し
た
。
堀
さ
ん
か
ら
指
差
さ
れ
る
場
所
を
見
る
と
、

斯
は
如
何
に
、
現
在
住
む
方
は
嘘
だ
と
思
は
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
狐
狸
の

棲
家
の
様
で
、
近
所
に
人
家
と
て
は
な
く
、
一
面
の
葭よ

し

原は
ら

で
開
墾
し
て
か
ゝ
ね
ば

何
う
に
も
な
ら
な
い
處
な
の
で
す
。
未
だ
三
丁
目
な
ら
ば
見
込
み
も
あ
る
が
、
こ

ん
な
處
で
は
何
う
に
も
な
ら
な
い
か
ら
と
云
ひ
ま
し
た
が
、
市
で
は
此
處
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
云
ふ
の
で
す
。
且
つ
市
に
は
今
お
金
が
な
い
か
ら
商
人
の
方
で

普
請
は
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
い
ろ
〳
〵
考
へ
ま
し
た
が
、
妙
案
も
浮
か
ば
な
い
の
で
、

何
う
し
て
も
有
力
な
人
を
仲
間
に
引
張
り
込
む
よ
り
外
は
な
い
と
思
ひ
、
堀
さ
ん

に
、
兎
に
角
私
は
や
ら
せ
て
頂
き
ま
す
か
ら
、
左
の
人
々
を
明
日
に
で
も
市
役
所

へ
呼
ん
で
相
談
し
て
は
何
う
で
す
。
私
は
何
も
知
ら
ん
顔
し
て
賛
成
し
尻
押
し
致

し
ま
す
か
ら
と
約
束
し
、
翌
日
市
で
菓
子
の
信
岡
氏
、
漬
物
の
岡
田
氏
、
牛
肉
の

鈴
木
氏
、
青
物
の
井
村
氏
と
私
の
五
名
が
会
見
致
し
ま
し
て
、
席
上
矢
柴
さ
ん
や

堀
さ
ん
か
ら
相
談
的
な
無
理
押
に
承
諾
し
ま
し
て
一

　
（
九
頁
）

人
宛
六
七
百
円
の
負
担
で
葭
原
を
切
り
開
き
曠
野
の
真
中
に
公
設
市
場
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
周
囲
に
家
が
な
く
、
よ
く
目
立
つ
事
で
し
た
。

　

斯
く
し
て
献
立
は
出
来
ま
し
た
が
、
扨さ

て

出
す
商
人
が
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
方
な
く

私
達
一
人
で
五
六
ケ
所
の
色
々
な
店
を
開
店
し
、
公
設
ら
し
く
開
場
は
致
し
ま
し

た
も
の
ゝ
、
売
上
が
合
計
五
六
円
位
と
云
ふ
惨
さ
。
而
し
、
辛
抱
は
金
で
二
三
年

も
経
ま
す
と
一
店
舗
一
五
六
円
か
ら
二
十
円
位
の
売
上
の
出
来
る
時
分
に
は
近
所

に
も
住
宅
が
建
て
つ
ま
つ
て
来
ま
し
た
。
す
る
と
現
金
に
商
人
も
追
々
集
ま
り
ま

す
か
ら
、
適
宜
に
店
を
わ
け
て
自
分
の
本
業
一
本
に
力
を
入
れ
る
事
が
出
来
る
様

に
な
り
、
皆
一
様
に
ホ
ツ
と
一
息
入
れ
ま
し
た
。

　

然
る
に
又
二
三
年
し
た
ら
大
暴
風
が
吹
き
、
常
に
で
も
風
当
り
の
よ
い
處
な
の

で
、
市
場
の
屋
根
が
遠
く
大
運
橋
の
河
中
に
飛
ん
で
仕
舞
ひ
、
商
品
は
雨
に
濡
れ

て
何
う
に
も
手
の
つ
け
様
の
な
い
始
末
で
、
早
速
市
へ
話
し
て
、
萬
谷
さ
ん
に
来

て
頂
き
現
状
を
見
て
貰
ひ
、
此
儘
捨
て
置
く
理
に
も
ゆ
か
ず
と
云
つ
て
、
私
達
が

も
一
度
や
り
直
す
と
云
ふ
事
も
到
底
望
ま
れ
な
い
事
で
す
か
ら
、
此
儘
で
そ
つ
く

り
市
へ
買
つ
て
貰
ひ
、
改
め
て
市
が
改
築
と
か
新
築
と
か
を
し
て
商
人
か
ら
使
用

料
を
お
取
り
に
な
つ
て
は
と
相
談
の
結
果
、
市
へ
買
つ
て
頂
き
、
四
五
十
円
も
貰

つ
た
の
で
せ
う
。

　

斯
く
し
て
市
が
修
繕
し
て
使
用
料
を
納
め
其
内
に
現
在
の
様
に
改
築
さ
れ
て
、

恥
か
し
か
ら
ぬ
市
場
と
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
周
囲
に
も
住
宅
が
建
て
込
ん
で
立

派
な
町
が
建
設
せ
ら
れ
、
現
在
と
な
つ
た
の
で
す
。
而
し
葭

　
（
一
〇
頁
）

原
の
曠
地
の
中
へ
市
場
を
建
て
、
そ
し
て
町
が
出
来
る
と
は
面
白
い
経
路
を
辿
つ

て
来
た
も
の
で
す
。
其
時
分
何
分
に
も
、
遠
い
處
で
は
あ
り
、
又
不
便
で
商
品
の

運
搬
に
非
常
に
苦
痛
を
感
じ
ま
し
た
。
井
村
氏
は
牛
車
を
雇
つ
て
運
搬
せ
ら
れ
ま

し
た
が
、
之
で
は
十
一
時
頃
で
な
い
と
商
品
が
到
着
し
な
い
の
で
、
夏
季
等
は
殊
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に
困
る
の
で
、
色
々
考
へ
た
果
、
市
場
全
商
人
の
協
賛
を
経
て
小
規
模
の
会
社
組

織
の
様
に
し
て
巡
航
船
を
買
入
れ
、
之
れ
に
て
商
品
の
運
搬
に
充
て
ま
す
と
大
変

早
く
到
着
し
、
相
互
組
織
の
為
に
運
賃
も
安
く
、
そ
し
て
収
支
償
ふ
て
一
般
か
ら

も
喜
ば
れ
ま
し
た
。之
も
不
便
と
葭
原
の
公
設
が
生
ん
だ
挿
話
の
一
つ
で
せ
う
か
。

　

之
も
い
つ
で
あ
り
ま
し
た
か
、
矢
柴
さ
ん
か
ら
呼
ば
れ
て
行
き
ま
す
と
、
実
は

今
度
築
港
（
図
２
の
⑦
）
に
公
設
市
場
を
増
設
す
る
事
に
な
つ
た
か
ら
、
例
の
通

り
出
店
し
て
貰
ひ
た
い
と
云
ふ
お
話
し
。
場
所
は
千
船
橋
東
詰
を
北
へ
入
つ
た
所

だ
と
云
ふ
事
で
す
。
之
も
考
へ
る
と
廣
ツ
場
で
す
。
現
在
の
様
に
市
電
の
車
庫
が

開
け
て
交
差
点
で
は
あ
り
、
近
く
に
八
幡
屋
新
道
の
様
な
賑
か
な
通
り
で
も
あ
れ

ば
兎
も
角
も
、
そ
ん
な
芽
生
え
も
見
え
な
い
時
代
に
、
未
だ
西
詰
な
ら
大
分
人
家

も
あ
り
見
込
み
も
あ
り
ま
す
が
、
東
詰
で
は
又
苦
し
む
の
が
嫌
に
な
り
、
今
度
は

堪
忍
し
て
頂
き
ま
す
と
い
ふ
と
、
そ
ん
な
事
を
云
つ
て
は
困
る
、
君
の
店
は
当
て

に
し
て
あ
る
の
だ
か
ら
是
非
に
と
云
ふ
事
で
、
そ
れ
で
は
と
お
引
受
け
し
て
、
早

速
幹
事
と
云
ふ
名
目
で
行
き
ま
し

　
（
十
一
頁
）

た
。
廣
ツ
場
に
バ
ラ
ツ
ク
の
公
設
が
建
つ
て
居
り
ま
す
。
そ
し
て
他
の
幹
事
諸
氏

が
一
生
懸
命
に
お
骨
折
り
で
す
。
私
も
仲
間
入
り
し
ま
し
て
、
い
ろ
〳
〵
と
出
来

る
だ
け
の
お
世
話
を
さ
せ
て
頂
い
て
居
り
ま
す
と
、
其
中
に
一
人
御
年
寄
り
で
大

き
な
か
ら
だ
の
方
が
絽
の
甚
平
に
本
ネ
ル
の
腰
巻
巾
廣
の
兵
古
帯
と
云
ふ
姿
で
、

皆
の
商
人
に
、
君
何
の
商
売
や
、
何
處
に
出
す
の
か
と
か
、
其こ

處こ

は
斯
う
し
て

彼あ
す
こ處
は
斯
う
と
大
変
横
柄
に
指
図
し
て
ゐ
る
方
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
一
度
も
逢
つ
た
事
も
な
く
、
市
の
人
で
は
勿
論
な
し
。
何
處
の
何
誰
か
ナ

と
思
つ
て
居
り
ま
す
と
、
や
が
て
私
に
も
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
私
は
海
産
物

の
廣
芝
で
す
と
答
え
ま
す
と
、
先
方
が
、
あ
ゝ
君
が
廣
芝
君
か
、
君
の
事
は
聞
い

て
ゐ
た
。
俺
は
樋
口
伊
之
助
だ
。
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
と
の
挨
拶
で
、
却
つ
て
私
が

挨
拶
出
来
損
ね
、
兼か

ね
て而

名
は
聞
い
て
居
り
ま
し
た
が
、
逢
ふ
の
は
始
め
て
ゞ
、
此

人
な
ら
指
図
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
ひ
改
め
て
色
々
と
盡
し
て
下
さ
る
事
を

謝
し
、
此
上
共
に
宜
敷
と
御
願
ひ
し
て
、
其
他
種
々
話
し
ま
し
て
直
ぐ
に
心
易
く

な
り
、
一
度
遊
び
に
来
い
、
食
事
で
も
一
所
に
せ
う
と
親
切
に
云
つ
て
頂
き
ま
し

た
。
其
上
此
市
場
が
完
成
し
て
も
、
電
話
が
な
く
て
は
不
便
だ
ら
う
か
ら
と
二
本

あ
る
樋
口
さ
ん
の
電
話
を
一
本
貸
し
て
下
さ
つ
て
大
変
便
利
を
計
つ
て
下
さ
い
ま

し
た
。

　

此
公
設
の
建
設
当
初
よ
り
、
其
後
に
至
る
迄
、
引
続
き
大
変
な
盡
力
を
し
て
下

さ
れ
陰
に
な
り
陽
に
な
り
商
人
の
為
、
附
近
住
民
の
為
に
骨
を
折
つ
て
頂
い
た
事

は
深
く
感
謝
せ
ね
ば
ら
な
ら
い
。
築
港
公
設
（
図
２
の
⑦
）
の
功
労
者
で
あ
り

　
（
十
二
頁
）

恩
人
で
す
。
其
後
、
無
理
に
引
張
ら
れ
て
お
宅
へ
も
伺
ひ
、
食
事
の
馳
走
に
も
な

り
ま
し
た
が
、
交
際
さ
せ
て
頂
い
て
ゐ
る
内
に
何
と
な
く
人
を
引
き
つ
け
、
気
の

朗
か
な
人
情
味
の
厚
い
人
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
か
わ
り
ま
し
た
。
家
な
き
海
の
子

弟
達
の
教
育
に
樋
口
小
学
校
を
建
て
、
第
二
の
国
民
の
教
育
に
盡
さ
れ
る
心
事
が

私ひ
そ

か
に
首
肯
で
き
ま
し
た
。

　

余
事
は
扨
置
き
、
御
承
知
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
此
市
場
は
真
丸
い
周
囲
だ
け
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に
店
が
あ
り
、
真
中
は
何
も
な
い
角す

も
う力

の
土
俵
場
の
様
な
市
場
で
し
た
。
之
で
は

い
け
な
い
と
思
ひ
、
幹
事
諸
氏
と
種
々
相
談
の
結
果
、
貝
氏
も
魚
氏
も
相
当
な
負

担
を
覚
悟
で
店
や
物
置
を
普
請
し
、
私
も
西
の
入
口
を
拵
え
る
や
ら
、
又
店
構
え

を
繕
ふ
や
ら
で
二
百
五
六
十
円
も
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
へ
天
婦
羅
屋
の
店
を

出
し
て
頂
く
や
ら
し
て
大
分
変
り
ま
し
た
。
而
し
此
市
場
は
お
客
様
の
通
路
に
屋

根
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
雨
が
降
つ
た
ら
傘
な
し
で
は
歩
け
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で

私
は
ト
タ
ン
屋
根
を
寄
付
さ
せ
て
頂
き
、
肉
屋
さ
ん
が
板
石
を
寄
付
し
て
下
さ
る

や
ら
、
改
造
さ
れ
る
前
の
築
港
公
設
は
、
幹
事
諸
氏
の
一
方
な
ら
ぬ
盡
力
と
多
大

の
犠
牲
が
あ
れ
だ
け
の
市
場
を
完
成
さ
せ
た
の
で
す
。

　

前
述
の
樋
口
さ
ん
の
陰
の
盡
力
、
幹
事
諸
氏
の
犠
牲
、
各
商
人
の
努
力
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
斯
く
し
て
二
三
年
前
改
築
さ
れ
ま
し
て
見
違
へ
る

様
な
市
場
と
な
つ
た
の
を
見
る
に
つ
け
、
轉う

た

た
感
懐
に
打
た
れ
ま
す
。
此
處
も
運

搬
が
遠
い
の
で
不
自
由
で
し
た
が
、
市
場
全
体
が
共
同
で
ト
ラ
ツ
ク
の
便

　
（
十
三
頁
）

を
計
ら
つ
た
の
で
割
合
に
楽
で
し
た
。

　

之
も
或
一
日
、
市
か
ら
の
電
話
で
矢
柴
様
と
逢
ひ
ま
し
た
處
が
、
皆
の
骨
折
り

で
巡
回
市
場
も
予
想
外
の
好
成
績
を
挙
げ
た
事
は
大
変
嬉
し
い
、
且
つ
幹
事
諸
氏

や
商
人
諸
氏
に
深
く
感
謝
す
る
。
そ
れ
で
此
市
場
の
落
着
場
所
を
い
ろ
〳
〵
考
へ

た
結
果
、
左
の
通
り
決
定
し
て
、
目
下
府
の
方
へ
願
書
を
提
出
し
て
あ
る
が
、
第

一
隊
を
船
場
に
、
第
二
隊
を
阿
弥
陀
池
と
云
ふ
事
と
し
た
か
ら
宜
敷
頼
む
と
云
ふ

お
話
で
し
た
。
而
し
府
か
ら
許
可
が
下
る
迄
は
本
建
築
は
い
け
な
い
か
ら
天
幕
張

り
で
巡
回
市
場
の
様
に
し
て
や
つ
て
呉
れ
と
云
ふ
事
で
す
。
早
速
帰
り
、
一
同
と

相
談
致
し
ま
し
た
。
皆
で
結
構
だ
か
ら
是
非
頼
む
と
云
ふ
事
で
す
。
そ
こ
で
私
は

市
は
巡
回
市
場
の
様
な
天
幕
張
で
と
云
つ
て
ゐ
る
が
ご
承
知
の
市
の
当
分
と
か
許

可
云
々
と
云
ふ
様
な
事
は
い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
故
、
此
際
思
ひ
切
つ
て

荒
木
の
柱
を
打
ち
込
み
荒
木
で
屋
根
も
葺
き
、
店
割
も
し
て
其
上
を
天
幕
に
て
覆

い
、
一
見
一
寸
見
分
け
の
つ
か
な
い
天
幕
張
り
に
し
た
ら
何
う
か
と
相
談
し
ま
す

と
、
一
同
も
大
分
費
用
が
嵩
む
が
少
々
の
風
や
雨
に
憂
が
な
い
か
ら
其
方
が
よ
か

ろ
う
か
ら
、
萬
事
宜
敷
頼
む
と
云
ふ
事
で
引
受
け
、
早
速
普
請
を
致
し
ま
し
た
。

　

市
へ
出
来
上
つ
た
事
を
報
告
致
し
ま
す
と
、
警
察
と
両
方
か
ら
検
査
に
来
ら
れ

て
之
は
仲
々
よ
く
出
来
て
ゐ
る
上
等
だ
と
却
つ
て
褒
め
ら
れ
た
様
な
事
で
、
検
査

も
無
難
に
通
り
、
初
め
て
此
處
に
船
場
公
設
（
図
２
の
⑫
）
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
一

　
（
十
四
頁
）

方
第
二
隊
は
阿
弥
陀
池
の
大
黒
お
こ
し
や
の
空
地
に
市
の
言
葉
通
り
、
天
幕
張
り

で
正
直
に
せ
ら
れ
た
為
に
、
雨
に
風
に
何
度
も
破
損
し
、
修
繕
に
費
用
や
暇
が
か

か
り
御
困
り
に
な
つ
た
様
で
し
た
。

　

又
尚
一
層
宣
伝
を
す
べ
く
、
天
王
寺
公
園
の
博
覧
会
跡
工
業
館
で
有
力
な
商
人

に
出
店
し
て
や
つ
て
見
て
呉
れ
な
い
か
と
の
事
を
相
談
さ
れ
、
早
速
承
諾
し
て
指

定
さ
れ
た
商
人
一
同
が
協
議
し
て
、
大
変
に
立
派
や
か
な
店
を
拵
へ
花
々
敷
開
店

致
し
ま
し
た
。

　

丁
度
十
一
月
半
頃
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
之
も
大
変
に
当
つ
て
売
れ
る
事
実
に
面
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白
い
程
売
れ
る
の
で
、
毎
日
規
定
の
四
時
に
閉
店
す
る
の
が
何
う
も
惜
く
て
堪
ら

な
い
。
毎
日
開
店
閉
店
正
午
等
の
合
図
の
鈴
を
鳴
ら
す
方
が
小
島
さ
ん
と
云
つ
て

迚
も
堅
い
人
で
、
此
方
が
正
面
か
ら
頼
ん
で
も
聞
き
入
れ
ら
れ
る
事
は
難
し
い
か

ら
、
或
日
内
証
で
時
計
の
針
を
半
時
間
延
長
し
て
置
き
、
何
喰
は
ぬ
顔
し
て
、
商あ

き

内な
い

し
て
居
り
ま
し
た
。
例
に
よ
り
何
も
知
ら
な
い
小
島
さ
ん
が
四
時
の
振
鈴
を
鳴

ら
さ
れ
ま
し
た
。内
心
ビ
ク
〳
〵
し
な
が
ら
も
平
気
な
顔
し
て
帰
り
か
け
ま
す
と
、

小
島
さ
ん
が
後
か
ら
、
今
日
は
廣
芝
君
の
正
直
者
に
一
杯
喰
は
さ
れ
た
。
而
し
之

は
君
が
自
己
本
位
と
か
又
悪
気
で
や
つ
た
事
で
な
く
、
商
売
熱
心
の
余
り
や
つ
た

事
で
、
結
果
が
商
人
一
同
の
喜
び
で
あ
り
利
益
で
あ
る
か
ら
、
咎
む
る
所
は
な
い

と
大
笑
ひ
を
し
た
様
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
此
出
張
も
短
時
日
乍
ら
非
常
に
よ
い

宣
伝
に
も
な
り
、
又
多
大
の
効
果
を
納
め
ま
し
た
。

　
（
十
五
頁
）

　

次
に
四
貫
島
公
設
（
不
明
）
の
が
出
来
ま
す
に
つ
い
て
、
私
の
懐
か
し
い
思
出

を
述
べ
て
見
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

四
貫
島
公
設
（
不
明
）
が
開
場
と
決
定
致
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
出
店
を
許
可

し
て
貰
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
し
て
、
願
出
ま
し
た
處
が
、
幸
ひ
許
可
に
な
り
愈
々
出

す
可
く
現
場
の
見
分
に
出
か
け
ま
し
た
。
朝
日
橋
迄
行
き
、
橋
上
に
立
ち
、
周
囲

の
発
展
振
り
を
見
て
思
い
出
す
の
は
私
の
幼
き
時
の
追
憶
!!

　

私
は
尼
ケ
崎
の
生
れ
で
、
明
治
九
年
十
月
初
め
て
東
西
も
知
ら
ぬ
当
地
に
参
り

ま
し
て
、
阿
波
座
の
米
屋
で
山
口
元
蔵
と
云
ふ
従
兄
の
店
に
奉
公
し
ま
し
た
。
そ

し
て
都
合
で
明
治
十
四
年
四
月
靭
の
吉
八
木
商
店
に
轉
じ
、
海
産
物
商
に
轉
業
し

て
現
在
と
な
り
ま
し
た
。
山
口
方
に
居
り
ま
す
時
分
か
ら
年
に
二
回
盆
と
正
月
に

は
尼
ケ
崎
に
帰
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
其
折
、
御
主
人
よ
り
二
十
五
銭
の
お
小
使
い

を
頂
い
て
、
朝
日
橋
を
渡
り
淋
し
か
つ
た
追
剥
の
出
る
様
な
此
四
貫
島
を
通
り
、

新
田
伝
ひ
に
尼
ケ
崎
へ
帰
つ
た
も
の
で
す
。

　

其
時
分
、
新
田
の
事
で
長
短
い
ろ
〳
〵
な
橋
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
之
を
渉
る

に
は
橋
銭
が
二
厘
と
か
三
厘
と
か
い
る
の
で
、
之
が
往
復
で
四
銭
八
厘
か
か
り
ま

す
。
大
阪
へ
帰
る
時
は
白
雪
香
を
十
五
銭
必
ず
御
主
人
の
御
土
産
に
買
つ
て
帰
る

習
慣
に
な
つ
て
居
り
ま
し
た
。
す
る
と
頂
い
た
お
小
使
が
残
る
と
こ
ろ
五
銭
二
厘

と
云
ふ
事
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
、
私
は
外
に
一
厘
も
使
ふ
事
は
な
く
、
只
尼
ケ
崎

に
帰
る
の
が
一
番
嬉
し
い
の
で
す
。

　

私
は
三
人
兄
姉
で
末
子
で
す
し
、
父
は
私
の
幼
少
の
頃
に
亡
く
な
り
、
今
は
母

一
人
で
す
か
ら
、
年
二
三
回
の
藪

　
（
十
六
頁
）

入
り
の
楽
し
さ
は
忘
れ
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
此
懐
か
し
い
藪
入
り
の
通

ひ
路
は
、
私
の
現
在
立
つ
て
ゐ
る
朝
日
橋
を
渡
り
、
此
道
を
コ
ウ
真
直
に
と
眼
前

に
開
け
る
遥
か
西
を
眺
め
る
時
、
路
傍
に
草
青
々
と
し
て
ゐ
た
道
は
な
く
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
舗
装
道
路
、
住
宅
商
店
は
す
つ
か
り
建
て
詰
り
、
黒
煙
を
濛
々
と
吐

く
煙
突
の
見
ゆ
る
大
小
工
場
は
宛さ

な
が
ら然
商
工
都
市
の
サ
ン
プ
ル
の
様
で
あ
り
、
電
車

自
動
車
は
引
切
り
な
し
に
通
り
、
何
と
斯
の
変
り
様
。

　

私
は
思
は
ず
、
昔
と
変
わ
ら
ぬ
朝
日
橋
の
欄
干
に
も
た
れ
過
ぎ
し
丁
稚
時
代
の

二
十
五
銭
を
思
ひ
出
す
と
共
に
現
在
の
我
身
を
省
ま
し
た
。
粗
末
乍
ら
も
洋
服
を
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身
に
つ
け
て
居
り
ま
す
。
時
計
だ
つ
て
下
げ
て
居
り
ま
す
。
懐
中
に
は
四
五
十
円

の
お
小
使
い
も
あ
る
。
靭
で
は
二
十
人
余
り
の
店
員
を
使
う
卸
問
屋
の
主
人
だ
。

公
設
市
場
は
四
五
ケ
所
も
出
し
、
尚
此
四
貫
島
に
出
店
す
べ
く
今
日
来
た
の
だ
。

嗚
呼
時
代
も
変
つ
た
が
、
私
も
変
つ
た
。

　

読
ん
で
頂
く
方
は
、
お
笑
ひ
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
思
ひ
出
に
嬉

し
涙
が
滲
み
出
て
来
た
の
で
す
。
余
り
嬉
し
く
て
其
儘
帰
り
ま
し
て
、
娘
の
豊
子

に
私
は
今
日
の
様
に
心
の
底
か
ら
嬉
し
か
つ
た
事
は
な
い
。
実
は
斯
々
の
理
で
現

在
の
身
が
昔
を
忍
び
涙
が
出
る
程
嬉
し
か
つ
た
よ
と
語
り
ま
し
た
。
娘
は
お
父
様

何
を
云
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
人
に
笑
は
れ
ま
す
よ
と
叱
ら
れ
乍
ら
、
私
に
は
実
際

忘
れ
ら
れ
ぬ
嬉
し
さ
で
し
た
。
斯
く
思
出
深
い
四
貫
島
も
開
場
さ
れ
ま
し
た
が
、

予
期
し
た
程
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
此
市
場
に
芋
問
屋
さ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。
大

き
な
芋
問
屋

　
（
十
七
頁
）

が
弟
さ
ん
に
出
さ
せ
て
居
ら
れ
ま
す
御
店
で
す
。
或
一
日
市
場
の
中
へ
一
杯
機
嫌

の
笊
を
肩
に
し
た
商
人
が
這
入
つ
て
参
り
ま
し
た
。
余
り
よ
い
機
嫌
ら
し
い
の
で

其
芋
屋
の
弟
さ
ん
が
莞
爾
と
笑
つ
て
会
釈
さ
れ
ま
す
と
、
其
人
が
酔
眼
を
見
開
き

何
が
可
笑
し
い
の
だ
。
俺
の
顔
に
何
か
附
い
て
い
る
か
と
執
拗
く
引
懸
つ
て
来
た

の
で
ゴ
チ
〳
〵
云
ひ
な
さ
ん
な
と
相
手
に
せ
な
か
つ
た
の
で
す
が
、
乱
暴
も
致
兼

ね
な
い
有
様
に
此
処
で
ゴ
チ
〳
〵
云
つ
て
は
困
る
か
ら
、
表
へ
出
よ
と
云
つ
て
一

言
二
言
の
言
葉
の
云
ひ
争
ひ
か
ら
芋
屋
さ
ん
も
辛
棒
し
兼
ね
て
、
雨
の
中
に
活
劇

が
演
ぜ
ら
れ
打
倒
さ
れ
酔よ

い
ど
れ漢
は
打
倒
さ
れ
酔
漢
は
ホ
ウ
〳
〵
の
体
に
て
帰
り
ま
し

た
が
、
偖さ

て而
翌
日
、
二
人
の
若
者
が
市
場
の
事
務
所
に
や
つ
て
参
り
ま
し
て
、
昨

日
内
の
若
い
者
が
乱
暴
し
た
と
の
事
、
大
変
済
ま
な
か
つ
た
。
其
折
り
市
場
の
中

ぢ
や
い
け
な
い
か
ら
表
へ
出
ろ
と
云
ふ
言
葉
で
あ
つ
た
そ
う
だ
が
、
市
場
外
な
ら

何
を
し
て
も
よ
い
の
か
一
寸
返
事
が
聞
か
せ
て
貰
ひ
た
い
と
大
き
な
名
刺
を
持
つ

て
来
ま
し
た
の
で
、
早
速
何
と
も
取
計
ひ
難
く
、
後
刻
返
事
を
致
し
ま
す
と
帰
つ

て
貰
ひ
ま
し
た
。
名
刺
を
見
ま
す
と
此
近
辺
で
名
の
通
つ
た
親
方
な
の
で
、
幹
事

四
五
人
寄
つ
て
相
談
し
、
兎
に
角
謝
り
に
行
か
う
と
酒
肴
料
金
一
封
持
つ
て
行
き

種
々
事
情
を
話
し
、
御
詫
び
し
ま
し
た
處
、
表
へ
出
ろ
と
云
つ
た
事
が
非
常
に
気

に
障
つ
た
ら
し
い
事
が
了
解
で
き
る
と
、
竹
を
割
つ
た
様
な
気
分
の
人
だ
か
ら
判

り
が
早
く
、事
情
さ
へ
判
然
と
す
れ
ば
何
も
云
ふ
事
は
な
い
。
そ
れ
で
結
構
で
す
、

却
つ
て
気
の
毒
で
し
た
、

　
（
十
八
頁
）

而
し
、
酒
肴
料
等
一
切
頂
く
必
要
も
理
も
な
い
か
ら
之
は
持
ち
帰
り
下
さ
い
と
の

事
で
し
た
。
立
派
な
お
宅
で
若
い
人
の
四
五
十
人
も
ゐ
る
親
方
は
何
處
か
違
つ
た

所
が
あ
る
と
関
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
其
事
が
あ
つ
て
か
ら
そ
れ
が
縁
と
な
り
、

ず
い
ぶ
ん
市
場
の
為
に
盡
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

或
年
の
事
、
東
京
公
設
市
場
聯
合
会
の
方
が
二
三
十
人
当
地
の
公
設
を
視
察

傍
々
下
阪
さ
れ
た
の
で
、
私
達
公
設
の
幹
事
は
其
接
待
の
任
に
当
り
、
毎
日
自
動

車
で
全
市
の
公
設
を
案
内
し
ま
し
た
。
終
つ
た
日
、
新
町
の
木
の
花
踊
り
を
見
物

し
、
雁
風
呂
で
歓
迎
宴
会
を
催
し
ま
し
た
。
市
か
ら
も
矢
柴
さ
ん
、
堀
さ
ん
始
め

四
五
名
列
席
せ
ら
れ
、
矢
柴
さ
ん
の
御
挨
拶
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
し
て
座
談
会
に
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移
り
ま
し
た
。
其
席
上
、
私
は
今
日
東
京
の
お
方
と
々
中
央
大
阪
の
公
設
に
つ
い

て
い
ろ
〳
〵
お
尋
ね
が
あ
り
、
水
道
料
、
電
気
又
は
使
用
料
等
の
話
の
末
、
売
価

は
市
の
指
定
通
り
に
や
つ
て
居
ら
れ
る
ら
し
い
。
市
の
仰
せ
は
万
事
御
無
理
御
尤

と
お
聞
き
の
由
だ
が
、
そ
ん
な
馬
鹿
気
た
事
が
あ
り
ま
す
か
、
商
人
は
商
人
と
し

て
の
権
利
を
以
て
處
理
し
て
行
か
れ
た
ら
宜
し
い
の
に
と
云
ふ
お
話
し
が
あ
り
ま

し
た
。

　

成
程
当
市
公
設
の
商
人
は
何
事
も
、
御
尤
主
義
で
市
の
御
言
葉
に
何
一
つ
背
か

ず
や
つ
て
ゐ
る
事
は
考
へ
る
と
馬
鹿
〳
〵
し
い
話
か
も
知
れ
な
い
が
、
而
し
当
大

阪
は
太
閤
さ
ん
の
昔
よ
り
商
人
の
都
と
し
て
名
高
く
、
商
人
に
は
理
屈
は
い
ら
な

い
、
何
事
に
も
頭
を
低
く
、
只
品
物
を
売
る
主
義
な
の
で
す
。
そ
れ
と
異
り

　
（
十
九
頁
）

東
京
は
徳
川
時
代
か
ら
旗
本
八
萬
騎
の
威
張
つ
た
政
治
の
都
、
そ
し
て
学
問
の
都

で
す
か
ら
、
商
人
に
も
理
屈
の
多
い
の
が
当
然
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
之
は
両
市
共

伝
統
の
然
ら
し
む
所
で
せ
う
。
而
し
公
設
も
出
来
て
五
六
年
は
市
も
商
人
の
云
ふ

事
を
能
く
聞
い
て
呉
れ
ま
し
た
。
一
寸
位
の
無
理
も
通
し
て
呉
れ
ま
し
た
が
、
此

頃
は
基
礎
も
固
ま
り
ま
し
た
の
で
、市
の
鼻
息
の
荒
い
事
、矢
柴
さ
ん
も
、堀
さ
ん

も
迚
も
鼻
が
高
く
迂
闊
に
傍
へ
寄
つ
た
ら
危
な
く
て
な
ら
な
い
の
で
す
よ
。
一
寸

位
鼻
を
折
つ
て
貰
は
な
い
と
堪
り
ま
せ
ん
と
大
笑
い
し
て
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

又
或
年
は
、
東
久
邇
宮
様
が
大
阪
市
へ
御
成
り
に
相
成
、
畏
も
公
設
市
場
へ
大

臨
あ
ら
せ
ら
れ
、
私
も
本
庄
（
図
２
の
⑥
）
に
て
拝
謁
を
賜
ひ
ま
し
た
。
市
場
の

御
世
話
を
さ
せ
て
頂
く
と
は
云
へ
、
二
十
五
銭
の
御
小
使
銭
か
ら
辛
棒
し
て
今
日

と
な
り
ま
し
た
無
学
の
私
が
、
此
光
栄
に
浴
す
る
事
の
有
難
さ
は
子
々
孫
々
に
伝

へ
て
其
余
慶
を
忍
び
奉
る
事
と
致
し
ま
す
。
そ
し
て
記
念
の
御
撮
影
の
時
は
其
末

席
を
汚
す
等
、
実
に
畏
多
き
極
と
存
じ
ま
す
。

　

尚
、
現
在
は
風
月
を
友
と
し
て
郊
外
に
悠
々
自
適
の
生
活
を
な
さ
れ
る
矢
柴
前

産
業
部
長
を
始
め
、
市
場
冷
蔵
に
専
務
と
し
て
轉
ぜ
ら
れ
た
堀
さ
ん
、
不
幸
物
故

せ
ら
れ
ま
し
た
萬
谷
さ
ん
、
其
他
市
役
所
の
方
々
と
お
友
達
の
様
に
親
い
御
交
際

を
願
ひ
ま
し
た
事
等
は
忘
れ
る
事
の
出
さ
な
い
懐
か
し
い
思
出
で
御
座
い

　
（
二
〇
頁
）

ま
す
。
商
売
よ
り
外
、
何
事
も
知
ら
な
い
私
が
七
ケ
所
の
公
設
の
幹
事
を
永
ら
く

勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
も
感
謝
に
充
ち
た
事
柄
な
の
で
す
。

　

且
つ
、
私
達
塩
干
商
が
公
設
商
人
丈
け
の
会
で
あ
る
公
友
会
も
結
成
致
し
ま
し

て
、
私
も
度
々
会
長
の
栄
職
に
就
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
幹
事
諸
君
と

共
に
吾
々
商
人
の
為
に
盡
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

偖さ

て而
、
今
迄
書
い
て
き
ま
し
た
数
々
の
出
来
事
の
多
く
は
、
公
設
が
出
来
ま
し

て
か
ら
概
ね
十
年
か
十
二
三
年
間
の
事
で
す
。
当
初
は
、
市
の
方
々
も
私
達
商

人
を
頼
り
、
私
達
も
何
事
に
よ
ら
ず
市
へ
相
談
し
て
双
方
協
力
一
致
で
至
極
円
満

に
運
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
受
難
時
代
も
過
ぎ
、
も
う
確
固
た
る
基
礎
も
出
来
て

大
丈
夫
だ
と
云
ふ
事
に
な
り
ま
す
と
、
今
度
は
市
の
方
が
大
変
弱
腰
に
な
り
、
矢

柴
さ
ん
も
堀
さ
ん
も
迚
も
鼻
息
が
荒
く
な
つ
て
来
ま
し
て
市
場
も
ど
ん
〳
〵
増
設

し
、
商
人
位
募
集
す
れ
ば
何
時
で
も
集
ま
る
は
と
云
ふ
様
な
心
持
で
、
従
来
の
商

人
の
希
望
等
仲
々
聞
き
入
れ
て
下
さ
ら
な
い
。
使
用
料
も
遠
慮
な
く
徴
集
さ
れ
る
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し
、
設
備
も
厳
重
に
な
り
、
指
定
値
段
も
一
層
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
市
場
が
増

設
さ
れ
る
為
、
同
業
者
が
増
す
の
で
す
か
ら
売
行
も
悪
く
な
る
許
り
で
し
た
。
こ

ん
な
状
態
が
持
続
す
れ
ば
、
商
人
が
堪
ら
な
い
。
之
に
は
商
人
が
強
固
な
組
合
を

作
り
一
致
結
束
し
て
、
す
べ
て
に
対
抗
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

　
（
二
十
一
頁
）

云
ふ
事
実
が
現
れ
て
来
ま
し
た
。
私
は
公
設
の
建
設
当
初
よ
り
、
其
希
望
は
持
つ

て
居
り
ま
し
た
が
、
色
々
な
仕
事
に
追
は
れ
て
実
現
の
運
び
に
至
ら
な
か
つ
た
の

で
す
。
創
生
時
代
も
過
ぎ
て
、
今
適
切
に
之
を
感
じ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
有

志
が
時
々
寄
合
つ
て
種
々
相
談
致
し
ま
す
の
で
す
が
、
時
期
尚
早
か
仲
々
纏ま

と
まり

ま

せ
ん
の
で
す
。
斯
く
す
る
内
、
川
戸
氏
等
の
斡
旋
盡
力
に
よ
り
西
港
区
丈
け
が
、

結
束
し
て
西
港
会
と
云
ふ
組
合
が
出
来
ま
し
た
。
私
も
大
変
結
構
な
こ
と
と
賛
成

を
し
、
小
は
や
が
て
大
と
な
り
、
全
市
を
一
丸
と
す
る
組
合
結
成
も
遠
か
ら
ず
と

喜
ん
で
居
り
ま
し
た
。
然
る
に
、
何
う
し
た
事
か
此
組
合
も
永
続
せ
ず
途
中
行
衛

不
明
と
な
り
残
念
で
致
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

而
し
組
合
の
設
立
と
云
ふ
事
は
、
市
の
方
で
も
時
期
に
適
し
た
と
云
ふ
事
を
認

め
て
市
が
許
可
し
、
今
度
は
賑
町
の
公
設
で
主
だ
つ
た
者
が
寄
り
合
い
下
相
談
を

し
、
そ
し
て
大
体
の
条
項
を
定
め
て
或
料
亭
で
総
会
を
開
き
、
大
多
数
の
賛
成
を

経
て
幹
事
を
専
任
し
、
定
款
迄
作
成
し
愈
々
結
成
の
膳
立
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し

て
再
度
三
度
と
会
合
致
し
ま
す
と
、
其
都
度
出
席
人
員
が
減
じ
遂
に
一
人
も
来
な

く
な
り
、
折
角
市
も
許
可
し
膳
立
迄
も
出
来
た
も
の
が
、
港
で
川
を
割
つ
た
様
に

立
消
え
に
な
つ
た
事
は
、
却
す
〴
〵
も
残
念
で
し
た
。
之
も
時
期
が
到
来
し
な
い

の
だ
と
あ
き
ら
め
切
れ
な
い
、
あ
き
ら
め
を
つ
け
て
居
り
ま
し
た
。

　

斯
く
す
る
居
、
公
設
市
場
の
功
労
者
で
あ
る
萬
谷
さ
ん
が
不
幸
物
故
せ
ら
れ
ま

し
た
。
其
慰
労
の
件
に
付
き
、
境
川
公
設
屋
上
で
総
会
が
開
か
れ

　
（
二
十
二
頁
）

ま
し
た
。
慰
労
に
付
て
の
決
議
案
が
一
決
致
し
ま
し
た
後
、
私
は
其
席
上
僭
越
乍

ら
、
聯
合
会
設
立
の
急
な
る
こ
と
を
説
き
、
其
必
要
を
力
説
し
、
併
せ
て
私
の
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。
處
が
今
度
は
満
場
一
致
で
賛
成
可
決
致
し
ま
し
た
。
私
が
仮

議
長
に
推
さ
れ
ま
し
て
、
種
々
評
議
を
重
ね
創
立
委
員
を
、
議
長
指
名
と
云
ふ
事

に
な
り
、
不
肖
を
省
ず
、
本
庄
の
名
倉
氏
外
数
氏
を
選
任
し
、
此
處
に
初
め
て
待

望
の
組
合
聯
合
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
其
後
役
員
諸
氏
も
変
り
、
又
規
約
の
変

更
等
の
あ
り
、
そ
し
て
現
在
の
立
派
な
聯
合
会
が
確
固
た
る
基
礎
の
上
に
何
事
に

も
商
人
の
堅
い
団
結
の
力
を
以
て
当
り
、
凡
て
の
事
項
を
處
理
し
て
行
く
誇
り
を

見
る
時
、
私
は
永
年
の
希
望
が
達
成
し
衷
心
よ
り
感
激
の
念
に
堪
え
ら
れ
な
い
次

第
で
あ
り
ま
す
と
共
に
、
幸
永
久
に
多
か
れ
と
祈
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
の
記
述
は
此
位
に
止
め
ま
す
。
外
に
種
々
の
事
件
も
又
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
あ
り
ま
す
が
、
何
と
云
つ
て
も
二
十
年
来
の
出
来
事
の
為
に
、
忘
れ
た
所
も
多

く
且
つ
記
述
の
前
後
致
し
ま
し
た
事
は
深
く
謝
し
ま
す
と
共
に
御
熟
読
下
さ
い
ま

し
た
諸
賢
に
厚
く
感
謝
を
致
し
ま
し
て
記
述
を
終
り
ま
す
。

昭
和
十
一
年
十
月　

十
日
印
刷

昭
和
十
一
年
十
月
十
五
日
発
行　
〔
非
売
品
〕
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十
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西
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三
八
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四
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
港
区
魁
町
二
丁
目
十
八
番
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印
刷
人　
　
　
　
　

淵　

側　
　

国　

蔵

　
注（

1
）
藤
田
貞
一
郎
『
近
代
日
本
経
済
史
研
究
の
新
視
角
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
、
第

二
部
市
場
、
第
三
―
一
二
章
、
石
原
武
政
『
公
設
小
売
市
場
の
生
成
と
展
開
』
千

倉
書
房
、
一
九
八
九
年
、
廣
田
誠
『
近
代
日
本
の
日
用
品
小
売
市
場
』
清
文
堂
、

二
〇
〇
七
年
、
原
田
政
美
編
著
『
日
本
ア
ジ
ア
の
市
場
の
歴
史
（
市
場
と
流
通
の
社

会
史
２
）』
清
文
堂
、
二
〇
一
二
年
、
廣
田
誠
・
山
田
雄
久
・
木
山
実
・
長
廣
利
崇
・

藤
岡
里
圭
『
日
本
商
業
史
』
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
、
第
七
章
「
近
代
日
用
品
市
場

の
成
立
と
展
開
」（
廣
田
誠
・
執
筆
）
な
ど
多
数
に
の
ぼ
る
。

（
２
）
廣
田
誠
「
中
央
卸
売
市
場
と
公
設
市
場
」
経
営
史
学
会
編
『
日
本
経
営
史
の
基
礎

知
識
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
、
一
九
〇
―
一
九
一
頁
）。
小
売
市
場
が
成
功
す
る

た
め
に
は
、
卸
売
段
階
の
改
革
も
必
要
と
さ
れ
た
（
同
前
）。
と
こ
ろ
で
、
廣
田
氏

に
よ
る
と
、
大
都
市
に
お
い
て
「
現
金
・
持
ち
帰
り
」
が
普
及
し
た
背
景
に
は
、
都

市
の
人
口
流
入
が
あ
り
、
従
来
型
の
「
御
用
聞
き
」
で
は
新
し
い
住
民
へ
の
信
用
取

引
が
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
た
め
だ
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、満
薗
勇
氏
は「
御

用
聞
き
」
が
都
市
住
民
の
ス
テ
イ
タ
ス
（
地
位
）
を
表
す
場
合
が
あ
る
た
め
に
、「
現

金
・
持
ち
帰
り
」
が
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
主
張
す
る
（
満
薗
勇
「
食
料
品
小

売
業
に
お
け
る
販
売
『
合
理
化
』
の
限
界
―
戦
前
期
東
京
市
の
掛
売
・
御
用
聞
き
に

着
目
し
て
―
」
高
嶋
修
一
・
名
武
な
つ
紀
編
著
『
都
市
の
公
共
と
非
公
共
―
二
〇
世

紀
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）。

（
３
）
原
田
政
美
編
・
解
説
『
近
代
日
本
「
市
場
」
関
係
資
料
集
』（
不
二
出
版
、

二
〇
一
一
年
）
に
は
、
公
設
市
場
の
文
献
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
卸
売

市
場
が
中
心
で
、本
稿
で
紹
介
し
た『
公
設
市
場
弐
拾
年
記
』は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
４
）
巡
行
船
に
つ
い
て
は
、谷
内
正
往
『
戦
後
大
阪
の
鉄
道
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
小
売
事
業
』

五
絃
舎
、
二
〇
二
〇
年
、
第
一
章
を
参
照
。

（
５
）
大
阪
市
公
設
市
場
70
年
史
編
纂
委
員
会
編
纂
委
員
会
編
『
大
阪
市
公
設
市
場
70
年

史
』
大
阪
市
経
済
局
、
一
九
八
九
年
、
四
一
頁
。

（
６
）「
矢
柴
匡
雄
」
中
川
倫
『
新
大
阪
大
観
』
新
大
阪
大
観
刊
行
所
、
一
九
二
三
年
、

二
二
八
頁
。

（
７
）
元
鉄
道
官
僚
の
佐
竹
三
吾
の
場
合
、
池
上
市
長
に
こ
わ
れ
て
一
九
二
二
年
か
ら

二
四
年
ま
で
二
年
間
、
大
阪
市
電
鉄
部
長
（
後
、
初
代
電
気
局
長
）
に
就
任
し
て
い

る（
谷
内
正
往「
大
阪
市
初
代
電
気
局
長
、佐
竹
三
吾
」『
都
市
と
公
共
交
通
』第
44
号
、

大
阪
公
共
交
通
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
六
月
）。




